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榎本施設長より
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o
n
g

C
O
V
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D
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い
て
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横尾ケアマネジャーより

皆さま、新型コロナ第八波に突入しましたが引き続き感染対策を取りつつ日常生活を
有意義にお過ごしでしょうか？前回に引き続き今回も私の感染対策を一部お伝え致しま
す。
・ドアノブにふれた後に手指をアルコール消毒する。
・洗面台の水道が蛇口を捻るタイプの場合、手に触れるところを手指を洗う時に一緒

に石鹸で洗う。
・電車乗車の際にノーマスクの方が傍に居る時は席を移動する、または伊達眼鏡を掛

ける。 等です。
コロナ感染者には無症状感染者の方もおり、家族に感染者が居たり、特別検査をしな

ければ、その方たちはご自身が感染してるとは思いませんし、普通に日常生活を送られ
ています。また、発症2日前から感染力がありますが症状の出た感染者の方も症状が出る
前までは普通に日常生活を送られています。
どこででもコロナに感染する可能性はありますよね。なので、ゆとりあの入居者さまや
職員に影響が出ないように神経質だなと思うくらいに感染対策を実施しています。
皆さまも年末年始を楽しく過ごされるためにも良いと思われた事があれば実施してみて
ください。

抜
歯
を
行
う
際
に
注
意
す
る
こ
と

穴

沢

理

学

療

法

士

高
齢
者
に
多
い
足
指
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
爪
の
変
形
や
痛
み
、
色
の
変
化
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
人
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
の
為
、
相
談
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
様
を
見
て
い
て
も
爪
甲
鉤
彎
症
（
か
ぎ
爪
・
肥
厚
爪
）
や
巻
き
爪
は
と
て
も
多
い
印
象
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
説
明
す
る
と
前
者
は
特
に
足
の
親
指
に
多
い
病
気
で
す
。
爪
が
何
層
に

も
重
な
っ
て
厚
く
な
り
、
前
方
に
フ
ッ
ク
の
よ
う
に
彎
曲
（
わ
ん
き
ょ
く
）
し
て
い
る
状
態
で
す
。
後
者
は
爪
を
先
端
か
ら
み
る
と
「
つ
」
の
字
や
「
の
」
の
字
の
形
に
巻
い
た
状
態
に
な
り
、
歩
行
時
に

痛
み
を
伴
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
何
も
し
て
い
な
い
と
き
で
も
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

両
者
に
共
通
す
る
の
は
指
先
に
正
し
く
力
が
加
わ
ら
な
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
あ
ま
り
歩
行
し
な
い
運
動
不
足
の
方
に
生
じ
や
す
い
で
す
。
ま
た
サ
ン
ダ
ル
や
ス
リ
ッ
パ
を

履
く
こ
と
で
す
り
足
傾
向
に
な
り
、
正
し
い
姿
勢
で
歩
行
が
出
来
て
い
な
い
方
も
多
い
で
す
。

こ
れ
ら
は
運
動
や
正
し
い
爪
の
切
り
方
で
予
防
は
で
き
ま
す
が
、
悪
化
し
た
場
合
は
放
っ
て
お
い
て
治
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
早
め
に
病
院
で
診
て
も
ら
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

足
の
爪
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

日
本
に
永
く
住
ん
で
い
る
中
国
人
に
、
日
本
で
の
生
活
の
感
想
を
聞
く
と
、
「
物
価
が
安
い
。
食
べ
物
が
お
い
し
い
。
空
気
が
き
れ
い
（
北
京
と
の
比
較
）
」
な
ど
、
確
か
に
そ
う
か
な
と
思
わ
せ
る
答

え
が
返
っ
て
き
て
、
彼
ら
の
満
足
感
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
国
人
と
言
え
ば
、
華
僑
と
呼
ば
れ
る
適
応
能
力
の
高
い
人
達
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
の
適
応
力
の
ひ
と
つ
に
住
む
場
所

（
外
国
）
の
長
所
を
確
実
に
つ
か
み
と
る
能
力
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
嫌
な
と
こ
ろ
に
は
誰
し
も
住
み
た
く
な
い
だ
ろ
う
。

外
国
人
か
ら
い
い
国
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
や
は
り
う
れ
し
い
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
三
つ
の
理
由
に
、
自
分
自
身
は
さ
ほ
ど
貢
献
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
「
街
が
き
れ
い
で
、
ご

み
が
少
な
い
」
な
ど
は
、
日
本
で
の
生
活
環
境
に
関
す
る
誉
め
言
葉
と
し
て
、
た
び
た
び
耳
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
。
日
本
人
そ
の
も
の
の
国
民
性
と
な
る
と
気
が
か
り
で
あ
る
。
「
昔
の
日
本
人
は
も
っ
と

親
切
だ
っ
た
」
な
ど
、
い
き
な
り
の
批
判
も
耳
に
す
る
。
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
な
る
と
、
個
々
の
日
本
人
の
意
識
と
行
動
が
関
与
し
て
く
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
日
本
国
内
に
住
み
な
が
ら
の
「
国
際

性
」
へ
の
連
動
で
あ
る
。

歯
周
病
の
進
行
や
根
尖
病
巣
の
重
篤
化
な
ど
に
よ
り
ど
う
し
て
も
抜
歯
を
選
択
せ
ざ
る
負
え
な
い
症
状
も
あ
り
ま
す
。
観
血
処
置
を
行
う
た
め
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
項
目
を
一
部
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

①
服
用
薬
の
確
認

脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
既
往
が
あ
る
方
は
抗
凝
固
薬
の
服
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
後
出
血
に
注
意
が
必
要
、
ま
た
骨
粗
鬆
症
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
場
合
は
腐
骨
形
成
の
リ
ス
ク
あ
り
。

②
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
確
認

抜
歯
を
行
な
う
際
、
麻
酔
を
使
用
し
ま
す
が
こ
れ
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
で
る
方
が
い
ま
す
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
で
命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
る
た
め
既
往
の
確
認
や
対
応
薬
の
用
意
な
ど
の
準
備
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

外
科
処
置
は
確
認
を
怠
る
と
取
り
返
し
が
効
か
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
た
め
患
者
さ
ん
の
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
も
、
問
診
や
医
科
と
の
連
携
、
情
報
の
共
有
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

歯ぎしりは眠っている間に起こるため、意識して止め
ることはできません。そのため、最も簡単にできる歯ぎ
しりへの対処法は、眠っている間に装着するマウスピー
スを入れることです。厳密には、マウスピースは歯ぎし
りを止めるものではなく、歯ぎしりの害から歯や顎関節
を守るものです。ですが、これをやるだけでも、歯や顎
は守られますのでかなり違います。

根本的な解決を希望する場合、「歯ぎしりをしない」
と寝る前に自己暗示をかけるのも効果的だという話もあ
ります。
また、歯ぎしりを起こしやすくするアルコールの過剰

摂取や、ストレス解消、また、逆流性食道炎への対処を
するのも有効だと言われています。是非試してみると良
いかもしれません。

お口の中には、食べ物のかすが残りやすく
温度や湿度が口の中の菌にとって住みやすい
環境であるため、細菌が繁殖しやすいです。
①お口の中を清掃し細菌が引き起こす
歯周病や誤嚥性肺炎への予防にも
繋がります。

➁清潔に保つ事で話す食べるなどのお口
の働きや舌の機能を向上させる事がで
き、生活の中の食事の楽しみが増幅し、
健康維持にも繋がります。

食事後、歯を磨く事が難しい様であればブク
ブクうがいをするだけでも効果があります。

あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。GHでは、
2023年の干支は「うさぎ」ということで12月に入ってから、模造紙に大きく描いたウサギ
の絵に細かくちぎった折り紙を貼り付ける「貼り絵」を作る作業をコツコツと実施。ピン
ク色のウサギや背景にも工夫した作品が完成し、それを飾り眺めて楽しんでいます。
皆様の一年が明るく、ウサギのように力強く飛翔して過ごせますよう願いを込めました。

脇衛生士

当法人では、
毎月、グルー
プホーム入居
者様、並びに
当法人職員及
びヘルパーの
PCR検査を実
施しておりま
す。

ご報告

令和５年１月より諸々の
事情により利用料等、若
干値上げしたく関係部署
と現在協議中につき詳細
が決まり次第、御連絡さ
せて頂きたく、ご理解の
上、宜しくお願い致しま
す。

ＧＨゆとりあ
利用料変更について

皆
さ
ん
は
、
L
o
n
g

C
O
V
I
D
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
C
O
V
I
D

1
9
感
染
後
に
、
一
般
的
に
治
癒
と
認
め
ら
れ
た
後
も
長
期
間

続
く
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ナ
後
遺
症
」
を
指
す
用
語
で
す
。
具
体
的
な
症
状
と
し
て
、
非
常
に
強
い
疲
労
感
、
自
発
性
の
低
下
、
頭
に
霧
が
か
か
る
よ
う
な
感
じ
（
b
r
a
i
n

f
o
g
）
、
起
立
不
耐
症
、
睡
眠
障
害
、
嗅
覚
異
常
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
総
称
が
l
o
n
g

C
O
V
I
D
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
標
準
化
さ
れ
た
病
名
や
症
候
群
で
は

な
く
、
社
会
に
お
い
て
自
然
発
生
的
に
広
ま
っ
た
俗
称
で
あ
る
た
め
、
定
義
や
診
断
基
準
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
症
状
は

C
O
V
I
D

1
9
で
初
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
1
9
1
8
年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
は
生
存
者
の
約
4
割
に
慢
性
的
な
倦
怠
感
、
嗜
眠
、
集
中
力
低

下
が
認
め
ら
れ
た
ほ
か
2
0
0
2
年
の
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
s
e
v
e
r
e

a
c
u
t
e

r
e
s
p
i
r
a
t
o
r
y

s
y
n
d
r
o
m
e
：
S
A
R
S
）
、

2
0
1
2
年
の
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
M
i
d
d
l
e

E
a
s
t

r
e
s
p
i
r
a
t
o
r
y

s
y
n
d
r
o
m
e
：
M
E
R
S
）
で
も
そ
れ
ぞ
れ
約
3
割
、
約
2

割
に
同
様
の
症
状
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
C
O
V
I
D

1
9
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
「
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
と
の
関
連
が

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

現

在

、

l
o
n
g

C
O
V
I
D

は

ウ

イ

ル

ス

の

関

与

が

強

く

疑

わ

れ

て

い

る

筋

痛

性

脳

脊

髄

炎

（

m
y
a
l
g
i
c

e
n
c
e
p
h
a
l
o
m
y
e
l
i
t
i
s
：
M
E
）
/
慢
性
疲
労
症
候
群
（
c
h
r
o
n
i
c

f
a
t
i
g
u
e

s
y
n
d
r
o
m
e
：
C
F
S
）
と
の
関
連
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
な
お
、
L
o
n
g

C
O
V
I
D
の
症
状
で
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
が
日
本
国
内
だ
け
で
も
非
常
に
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
状
況
が
あ
り
、
一
刻
も
早
い
病
態
解
明
と
治

療
法
の
確
立
が
望
ま
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

*
本
文
は
、
佐
々
木
信
幸
「
L
o
n
g

C
O
V
I
D
に
伴
う
b
r
a
i
n

f
o
g
と
反
復
性
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
（
r
T
M
S
）
を
用
い
た
治
療
介
入
」
（
J
p
n

J

R
e
h
a
b
i
l

M
e
d

2
0
2
2
;
5
9
:
2
7
7

2
8
4
）
を
参
考
に
し
て
記
載
し
ま
し
た
。

ここ数年間は、世界中がコロナ感染の状態が続き、とても大変な時期でもありました。
GHゆとりあの利用者様、ご家族様、関係者皆々様におかれましては、同じ状況かと存じ

ます。まだまだ感染者が増加する中で、ご健康に気をつけつつ、今年一年どうぞ宜しくお
願い申し上げます。又、ご家族様とのご面会についてはご遠慮させて頂いております。ど
うぞご理解賜わりますようお願い致します。

年

頭

所

感

令
和

五
年

一
月

元
旦

医
療
法
人
社
団

徳
耀
会
理
事
長

榎
本
安
行

謹
賀
新
年

令
和
五
年
・
癸
卯(

み
づ
の
と
・
う)

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
此
処
数
年

は
る
か
昔
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
当
時
を

思
い
起
こ
す
と
同
様
に
、

猛
威
を
振
る
う

人
類
史
上
、
世
界
中
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
悩
ま
さ
れ
翻
弄
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

未
だ

第
八
波
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
と
、
同
時
に

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
で
も
が

猛
威
を
振
っ
て
降
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

明
る
い
現
状
と
言
う
か

世
界
の
叡
智
と
努
力
に
よ
り

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
言
う

ワ
ク
チ
ン
開
発
・
接
種
等
が
進
み

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
予
防

ま
た
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
マ
ス
ク
無
し
生
活
の
日
常
が

今
一
歩
の
所
ま
で

進
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
油
断
禁
物
、
免
疫
力
の
低
い
高
齢
者
・
幼

児
・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
感
染
者
は

重
症
化
の
恐
れ
が
多
分
に
有
り
ま
す
の
で

自
身
を
守
る
為
に
も

他
に
感
染
さ
せ
な
い
為
に
も

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
行
な
っ
て
戴
き

た
く
思
い
ま
す
。

昨
年
・
一
昨
年
と
同
様
に
思
う
事
で
す
が
、
『
明
け
な
い
夜
は
無
い
・
き
っ
と
必
ず
朝
が
来
る
』
の
愛
言
葉
通
り

い
つ
の
日
に
か

コ
ロ
ナ
禍
・
コ
ロ
ナ
感
染
を

乗
り
切

り
乗
り
越
え
て

穏
や
か
に
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い

笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
日
々
を
願
っ
て
、
医
療
法
人
徳
耀
会
ス
タ
ッ
フ
職
員
一
同

一
丸
と
な
り

頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

本
年
も

ご
協
力
・
お
力
添
え
の
程

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

感
謝

拝
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